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「いい暮らしより 楽しい暮らしを」  〜人と人とが支えあう協働により、心の豊かさを感じるまちを目指して〜

市の人口と世帯
　　　　　※（　）内はうち外国人
2013（平成 25）年 8月末現在
総人口 321,761（2,363）
男
女

155,352（1,282）
166,409（1,081）

世帯数 141,561（1,259）
住民基本台帳人口の内訳（外国人を除く）
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年
々
、
従
事
者
が
減
少
・
高
齢
化
し

て
い
く
中
、
本
市
の
伝
統
工
芸
品
の
す
ば

ら
し
い
技
術
や
芸
術
性
を
次
世
代
へ
継
承

し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
各
事
業

協
同
組
合
で
は
「
後
継
者
育
成
」
に
積
極

的
に
取
り

組
ん
で
い

ま
す
。
こ

の
育
成
事

業
を
と
お

し
て
、
後

継
職
人
た

ち
の
技
と

感
性
が
磨

か
れ
て
い

ま
す
。

人
間
国
宝

那
覇
の
工
芸
品

那
覇
市
伝
統
工
芸
館

～継承され発展する那覇の工芸品～

時代 次代から へ

次
代
へ

　「びんがた」は琉球首
里王府の庇護のもとに、
中国の型紙の技法も導入
され、東洋のすぐれた華
布として貴重な貿易品と
なりました。沖縄独自の
美しい染物として、今日
なおその華麗さは広く世
界の人々から比類のない
染め物として重宝されて
います。

　琉球漆器も中国の技法
を取り入れ、当時の献上
品、贈答品、民間交易品
とされました。 また、中
国に職人を派遣し「螺鈿」

「沈金」「箔絵」さまざ
まな技法が学ばれ、特に
1715 年、比嘉乗昌が高
肉の華麗な加飾法を編み
出し、これが今日琉球漆
器を代表する「堆錦」に
なりました。

　琉球王府の城下町であった首
里では、王族や士族用に格調高
く、麗美に織られた織物が、現
在まで織り継がれています。紋
織から絣に至るまで多彩なのが
首里織の特徴で、その中でも特に、

「花倉織」や「道屯織」は王家、
貴族専用とされ首里でしか織られ
ませんでした。

　17 世紀、当時の琉球王府は美里村（現
沖縄市）の知花、首里の宝口、那覇の湧
田にあった窯場を現在の那覇市壺屋に統
合し陶器産業の振興を図ったと記録されて
います。現在の壺屋は、300 年余の歴史
を有しつつ伝統の火を現在も燃やしつづ
けています。

　戦後荒廃の中から生ま
れた琉球ガラス、那覇市
与儀にあったガラス工場
が発祥の工房です。米軍
の放出品の廃ビン等の利
用で始まった琉球ガラス
は職人達の努力で価値を
高め、ブランドとして確
立しました。再生ガラス
の持つ素朴さに手づくり
の温もり感が特徴で沖縄
を代表する工芸品です。

　沖縄は、15 ～ 19 世紀の琉球王国時代に日本本土はも
ちろん、中国、朝鮮および東南アジア諸国との交易により、
それぞれの地域の特色ある文化を吸収し発展してきまし
た。そして、貿易立国として栄えた沖縄は、諸外国の影
響を受けて種々の立派な工芸を生み出しました。これら
の工芸は、本市の首里・那覇を中心にして発展、数百年
後の今日まで沖縄独特の伝統工芸として受け継がれてい
ます。
　みなさんも世界に誇る那覇の魅力的なブランド ( 工芸
品 ) を手にして、その素晴らしさを実感してみてはいか
がでしょうか！

　
経
済
産
業
大
臣
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
2
1
5
品

目
中
、
沖
縄
県
に
は
14
品
目
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

京
都
府
や
新
潟
県
に
次
ぐ
全
国
三
位
の
多
さ
で
す
。
そ

ん
な
伝
統
工
芸
品
が
多
様
に
存
在
す
る
本
県
に
あ
っ
て
、

那
覇
市
で
は
4
品
目
の
伝
統
的
工
芸
品
（
琉
球
び
ん

が
た
、
琉
球
漆
器
、
首
里
織
、
壺
屋
焼
）
が
今
日
ま
で

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
戦
後
、
米
軍
放
出

品
の
廃
び
ん
な
ど
を
再
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
、
芸
術
品

に
ま
で
発
展
し
た
「
琉
球
ガ
ラ
ス
」
も
、
本
市
か
ら
そ

の
製
造
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
分
野
で
、
我
が
国
の
文
化
的
財
産
「
人

間
国
宝
」
に
認
定
さ
れ
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
世
界
に
誇
る
本
市
の
伝
統
工
芸
品

を
一堂
に
集
め
て
い
る
施
設
が
「
那
覇

市
伝
統
工
芸
館
」。
国
際
通
り
の
中

心
に
あ
る
「
て
ん
ぶ
す
那
覇
」
の
2

階
に
あ
り
、
人
間
国
宝
の
作
品
を
は

じ
め
て
と
す
る
伝
統
工
芸
品
の
展
示

や
工
芸
品
の
販
売
（
１０
時
～
２０
時
）、

職
人
の
製
作
作
業
を
間
近
で
見
学
で

き
る
施
設
で
す
。
さ
ら
に
、
体
験
工

房
も
あ
り
、
自
分
だ
け
の
工
芸
品
を

手
作
り
す
る
楽
し
み
も
味
わ
え
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

「両面染（生地表裏の型付）」の伝統技
法にも取り組み、高い評価を得ています。
平成８年　重要無形文化財

戦前の首里の織物の技法を幅広く習得
し、戦後、首里の織物の復興に尽力。
平成１０年　重要無形文化財

壺屋焼の伝統的な技術、技法を身につ
け戦後の沖縄の陶芸界をけん引した陶
工の一人。
昭和 60 年　重要無形文化財

う
ま
く
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。

次
は
長
め
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

に
挑
戦
し
た
い
で
す
！
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う公
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～
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4
）

琉球紅型首 里 織壺 屋 焼

手作り×楽しい＝体験工房
● 琉 球びんが た（トートバッグ小、60 分

2000 円／ 1 作品）  ※定休：日曜
●  琉 球ガラス（一輪挿し　オリジナルグラス、

10 分、2,500 円／ 1 作品）※定休：木曜
●  琉 球漆器（飾り皿、60 ～ 90 分、3000 円

／ 1 作品）
●首里織（マット、60 分、2,500 円／ 1 作品）
●  壺 屋焼（シーサー、120 分、3,000 円／

1 作品）（ロクロ成型（皿・コップなど）、
60 分、3,000 円／ 1 作品）

※予約制。くわしくは電話またはメールにてお
問い合わせください。

　伝統工芸館の展示室が今年 3 月にリニューア
ル！新しくなった特別展示室は、本市の伝統工
芸の歴史的作品、逸品の数 を々展示しているほ
か、モニターを使って伝統工芸の制作過程をわ
かりやすく解説する設備も備えています。さらに、
伝統工芸品をより魅力的に展示し、多彩な企画
展を行っていくギャラリー（企画展示室）も新設
しました。ぜひ、みなさん遊びにきてください。

リニ ュ ーアル！展示室が

●●●首里織体験（コースター作成）●●●

お問い
合わせ

那覇市伝統工芸館…
商工農水課…………

（商工振興グループ） 

☎868-7866
☎951-3212

首里織

琉球びんがた

壷屋焼

琉球ガラス

琉球漆器

【
ア
ク
セ
ス
】

モ
ノ
レ
ー
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牧
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駅
下
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徒
歩
4
分

　
　
　
　
　

  

美
栄
橋
駅
下
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徒
歩
6
分

バ　
　

 

ス
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内
線
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三
越
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停
留
所　
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「
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建
物
地
下
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１
時
間
３
０
０
円（
30
分
毎
１
０
０
円
）

【休 館 日】
12 ／ 31 ～ 1 ／ 2 の 3日間

▲特別展示室の入口 ▲ギャラリー（企画展示室）

▲兵庫県神戸市よりいらした
　大沢悠介さん・友理さん

【利用時間】９時～ 18 時

【観 覧 料】大 人３００円、高 校 生２００円
　　　　　　　 小中学生１００円
※団体割引あり
※  モノレール 1 日フリー乗車券提示で観覧料が 10％ＯＦＦ

【予約受付】9 時～ 18 時

▲びんがた研修（染色実習）
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／
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史
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